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　2009年 10月14日、無線 LAN統一仕様の普及を目指す非営利団体Wi─Fi Allianceは、新たな無
線 LAN方式「Wi─Fi Direct」を発表した。これにより、無線 LAN子機モジュールを搭載した機器（無線
LAN子機）間で、相手を選ばず、簡単な機器設定で無線 LANと同等の通信速度で直接通信を行うこと
が可能になる。つまり、親機が無い環境であっても、PC・周辺機器・携帯電話・ゲーム機などとの間で
データ転送ができ、複数の機器間でのグループ内通信が行えるようになる。利用対象機器は一般家庭の
電子機器から企業機器までと広く、セキュリティにも配慮している。2010年中頃には、メンバー企業向
けに、この仕様に基づく認証を開始する計画も発表されており、認証を受けた機器は、従来から使われ
ている無線 LAN搭載機器との通信も可能になる。世界中で利用されている無線モジュールを利用できる
点で、この方式が広く普及するのではないかと注目されている。
　2009 年 10 月14 日（米国現地時間）、無線 LAN 統
一仕様の普及を目指す非営利団体Wi─Fi Allianceは、
従来の無線 LAN の利用法を変える新たな無線 LAN
方式である「Wi ─Fi Direct」を発表し、同時にこの認
証プログラムについて発表した 1）。「Wi ─Fi Direct」は
無線 LAN 子機モジュー ルを搭載した機器（無線 LAN
子機）同士の直接通信を可能にするサービスである。
　従来の無線 LAN 接続は親機（アクセスポイント）を
置き、その親機を介して無線 LAN 子機間の通信を行
い、また、外部のネットワークと通信を行う「インフラ
ストラクチャモ ドー」が採用されてきた。このほかに、
「アドホックモ ドー」と呼ばれる親機不要の無線 LAN
子機間での利用法もあった。しかし、「アドホックモー
ド」は機器の選定に制限があり、無線 LAN 子機間通
信は 1 対 1の通信に限定され、また、面倒な機器設定
を行う必要があった。
　今回発表された「Wi ─Fi Direct」は従来よりも簡単
な機器設定で、無線 LAN 子機間で相手を選ばずに、
無線 LANと同等の通信速度で直接通信を行うことが
できる。つまり、親機が無い環境であっても、PC・デ
ィスプレイなどの周辺機器・携帯電話・ゲーム機などと
の間でデータ転送ができ、複数の機器間でのグル プー
内通信が行えるようになる（図表）。
　Wi ─Fi Alliance は 2010 年中頃に、アライアンスに
属するメンバー企業向けに、この仕様に基づく無線モ
ジュー ルの認証を開始する。この認証を受けた機器は、
従来から使われている無線 LAN 子機との通信も可能
になる。利用対象機器は一般家庭の電子機器から企
業用途の機器までと広い。セキュリティとしては、
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WPA2 方式（Wi ─ Fi Protected Access 2）の暗号化
通信を利用する。
　Wi ─ Fi 無線 LAN は 2.4GHz や 5GHz の周波数を
使い、これまで IEEE802.11シリ ズー（a／b／g／n など）
で知られる通信規格に対応しており、いわゆるデファク
ト標準の無線 LAN 規格であると言える。無線 LAN
子機モジュールはノー トPC のほぼすべてに搭載され、
プリンタなどの周辺機器への搭載も普及途上にあり、
携帯電話への搭載率も高まっている 2）。
　これまで、機器間の通信を無線で行う方式は
Bluetooth や ZigBee などがあり、より高速化したデー
タ通信の方式も発表されてきた 3）が、今回の発表方式
は、従来から世界中で利用されている無線モジュール
を利用できる点で、この方式が広く普及するのではな
いかと注目されている。
トピックス2　無線 LAN子機間の通信を可能にする新方式の発表
図表　Wi─Fi Direct の試み（無線LAN子機間の通信）
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